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朱子学伝播、その根幹としての書堂教育

ー朝鮮後期の郷村社会における書堂の仕組みを中心に一-
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おわりに

はじめに 朝鮮後期郷村社会の変化

現代韓国は儒教国家というイメージが強い。それが国の

ナショナルアイデンテイティとして了解されることも多々

ある。しかし、こうしたイメージがつくられたのはそれほ

ど昔のことではない。高麗朝までは厳然として護国仏教が

奉じられており、朝鮮の開国と同時に国家の統治理念とし

て儒教的価値観が前面に出されることになるが、それは社

会における認識と必ずしも一致していたわけではなかっ

た。 16世紀になると、いわゆる士林という新しい政治集団

が旧勢力に対抗する新しい政治理念として朱子学1)を唱

え、これを徹底化するために盛んに書堂が使われることに

なる。書堂は韓国の前近代社会では庶民から婦女子までを

修学対象とする基礎教育機関であり、儒教国家イメ ージの

生成にあってその存在は極めて重要な役割を果たしたもの

であった。

地主制と身分制に彩られた朝鮮社会では、その後期にお

いて少数の地主による土地所有集中と農業生産力向上に起

因する地主階層の構成変化が引き起こされ、それに伴って

一般農民層も再編成されており、また政治圏においても、

士族 ・官僚制を基本的枠組としつつ内部では非常な葛藤状

態が形成されていた。こうした状況は、中央官僚層の帰郷

をうながし、結果として郷村社会の内部においても身分構

成の変化が発生するようになる。帰郷勢力は在地社会では

血縁的紐帯を強化することにより勢力を維持・拡大しよう

と努めつつ国家経営において利害関係を有する集団とは朱

子学的な価値観を媒介に関係的了解をなし、これを機軸と

して中央権力に対する牽制機能を堅持しようとした。この

通路として、書堂が用いられたという側面もある。

当時、郷校や成均館といった官学は、事実上少数のため

の官僚養成所となり、また私設の書院も士林の党派理念再

生産と先賢に対する祭享所となっていた。広範囲な教育と

いうことでは書堂がその役割を一手に担い、初歩的な識字

教育から冠婚喪祭・郷飲酒礼などの礼儀作法までが、 書堂

において朱子学の価値観に基づき集中的に注入されたので

ある。

ここでは仁義礼智信の五常は理想にすぎず、代わりに君

は臣の綱であり、父は子の綱、夫は妻の綱であるという三

綱と、父子間の親愛、君臣間の正義、夫婦間の区別、長幼

間の序列、朋友間の信義という五倫が絶対視され、これが

人間の当然の道理として認識された。修身書『童蒙先習j

「撃蒙要訣j「小学」などの教材ならびに国家的な権威を背

景とした「朱子家礼」などの影響力もまた大であった。こ

うして人間関係や日常生活において朱子学的な思考と行動
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様式が定着するようになる。つまるところ、儒教的という

概念は厳密にいえば朱子学の価値概念に依拠している。本

稿はこの朱子学の価値概念がどのように朝鮮社会全般に、

また現代の韓国社会にいたるまで影響を与えるようになっ

たかということにつき、私設初等教育機関である書堂の仕

組みを解明することを通じて明らかにしようとするもので

ある。

書堂の発生と時代的変化

前近代の教育機関に関する従来の研究の大部分は官学の

郷校と成均館そして私設の書院に集中している。書堂に関

する研究についてはそれほど多くはないが、教育史的に書

堂に関する概略的な整理をした『朝鮮教育史」 2)、書堂の形

態と機能変化に注目した『近世朝鮮教育史j3)、書堂を設立

した勢力を中心にまとめた 『18世紀書堂研究jりなどを挙げ

ることができる。こうした研究の背景には、国家の設立に

よる官学や高級教育機関の書院に比べ、 書堂に関してはま

とまった記録があまり残っていないということも大きく影

響していると思われる。たとえば、官学には、高句麗の「太

学」をはじめ、新羅には「国学」、高麗には「国子監」「東

西学堂」「五部学堂」「郷校」などが存在し、また朝鮮時代

には「成均館」「四学」「郷校」などが機能してきており、

国家から財政的支援を受けるということで、関連記録が多

く残されている。

ところで書堂の発生については、こ うした官学の変質に

注目する必要がある。朝鮮王朝期には官学教育は社会構成

員を一つの統治理念体制へ誘導する機能を担当した。初期

にはある程度こうした目標を達したと思われるが、 次第に

定型化 ・固着化し先導力を失う。これに代わって家学と私

塾という、いわば個別化された方法により儒教的教養と学

問とが伝授されるようになった。こうしたなかであらわれ

た書堂は、「郷村社会に生活根拠をおいた士族と庶民が主体

になって面 ・洞 ・里を基本単位として設立された初中等段

階の私設教育機関」5)であるといえる。基礎的な識字教育は

勿論、儒学を中心とした国家指導理念が公的な方式から私

的な方式へとシフトし国家の制度外で行われているにもか

かわらず、国家による干渉と規制はそれほど強く行われな

かった。書堂において教育される内容が社会における実質

的価値と非常に強く結びついており、同時にそれが国家経

営とも麒顧をきたさないものであったということがうかが

える。

1)書堂の発生

書堂がいつ、どのような形態によって始められたかにつ

いては明確にされていない。書堂に準じる私学の起源につ
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いては高句麗では372（小獣林王 2)年に官学教育として「太

学」が設置される一方、民間教育機関としての「扁堂」 と

その教育内容にかんする記録がある％この「扁堂」につい

ては、地方の村落に設置された、未婚の平民層の子弟を対

象とした教育機関と考えられる。資料からは、読書として、

「五経」をはじめ『史記j『漢書j、苑嘩の『後漢書』『三国

志』、孫盛晋の 『春秋』 『玉篇」『子統j『字林」『文選』がみ

え、かなり高水準の漢文教養の習得を目指していたことが

わかる。一方、新羅景徳王代の学者・官僚である辞聰が、

経書を「方言」に訳して後生を教えたということを、書堂

教育の淵源の一つとしてとらえることもできる鸞

高麗時代には宋の使臣の徐競が高麗の実情を紹介する

『宣和奉使高麗図経jを著しており、未婚の子弟だけでな

く子供までを含んだ私設教育機関の存在を示唆している

が、このような事実から高句麗の馬堂以来、各地に散在し

た私設の初級教育機関の存在をみてとることができる凡

儒学は秦代に弾圧を受けて以後、漢代には権威を回復し、

秦代に乱れた経典の整備と訓詰学的解釈を行った。隋 ・唐

代に入ると、老荘思想の玄学と道教的な雰囲気の影響を受

け、儒家自身は詞章学にコミットするようになる。従って、

同時代の高句麗と新羅で教育された儒学は訓詰学的で詞章

的な段階のものであるといえる9)。一般的に韓国に朱子学

が紹介されたのは高麗末の学者 ・官僚の安璃 (1243年高宗

30-1306忠烈王 2)が忠烈王に随行して元の燕京から朱子

学全書をもたらした1296年が最初であるといわれている。

初めは新しい政治理念の一つとして試験的に導入されたも

のであるゆえ、当然、その当時各地に散在した私設の初級

教育機関の仕組みが朱子学的な意識構造を培養できる段階

に一般化されていたとはいいがたい。

教育環境について、たとえば、朝鮮朝、開国初期には権

近 (1352年高麗恭慾王 1-1409年朝鮮太宗 9)が勧学を上

啓した記録によれば、教師、学生ともども親元を離れるこ

とは強制されず、前朝（高麗）のように書斎（書堂）を私

置している者や、そのような書斎附近の生徒は、その書斎

において教育することになっている 10)。また、成宗(1469-

1494)代に京畿道観察使が朝廷に報告した際の記録は、地

方官の駐在地に限定された数少ない官学の郷校のほかに、

各村ごとに機能する私学の書斎（書堂）の存在を示唆して

いる叫これにかんする詳細な記述は、16世紀になって明ら

かにされている。たとえば中宗代の言語学者の岩世珍(?-

1542年中宗37) は、自身の著述で初学者の入門書を紹介

し12）、また大学者の李頭(1536年中宗31-1584年宣祖17)は

「学校規範」で初学のカ リキュラムの提示13)、また学者・官

僚の李植は (1584年宣祖17-1647仁祖25)童蒙学習の順次

を個人文集で述べている 14)。

この時期は韓国史上、士林派と呼ばれる政治集団の台頭
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期にあたる。士林派とは、新王朝の建設に主導的な立場で

あった勲旧勢力におされ、主に嶺南地方を中心に、郷村社

会において儒学を核として学問的な一派を成した儒林のこ

とである。その淵源は高麗末の学者 ・官僚の吉再 (1353年

高麗恭慾王 2-1419年朝鮮世宗1)と金叔滋 (1389年高麗恭

譲王 1-1456年朝鮮世祖 2) にさかのぽる。郷村に留まっ

ていた儒林の一派が理想的道学政治を通じた公道の実現を

標榜し、中央政界に進出して既存の勢力と衝突するように

なるのもこの時期ということになる。この過程で彼らは数

次の士禍を受け、一部はまた郷里へ戻り、道学政治を学問

的に研究しながら自身の政治的立場を堅持したが、そこに

は一定の理念集団としての共同体意識が明らかであった。

士林派は成宗代に中央政界に頭角を現した金宗直 (1431

年世宗13-1492年成宗23) を筆頭に、世祖代の末に廃止さ

れた留郷所田制度を復活させ、機構を中心に して周礼の郷

射礼と郷飲酒礼とを施行した。中宗代には、趙光祖 (1482

年成宗13-1519年中宗14)が率いた一派が再び政界に進出

して、朱子が増損した「呂氏郷約」を郷村ごとに施行しよ

うとした。このような形態の社会秩序構築の動きの根幹は

「小学」の教えに基づいており、また全般的な『小学」実

践運動もみられた 16)。

書堂はこのような状況において朝鮮の基層社会に定着

し、活性化した。中宗 (1506-1544)代には士林派が郷約

を普及させ、班常（士族と庶民）の身分区別をはじめ儒家

的な秩序を郷村社会に定着させる意図から書堂を積極的に

利用した。この時期、郷村社会に多大な影響力を有してい

た大土地所有の士族が書堂設立を主導していたということ

も見逃せない。一時期「壬辰倭乱」と 「丙子胡乱」な どの

戦乱が、郷吏勢力による地方政府への挑戦ということで身

分制秩序を動揺させることになったが、身分の尺度そのも

のが門閥から経済力ヘとシフトすることを防ぐため、ある

いは士族の在地影響力の強化のため、 官権と結合して書堂

を設立するようなケースもみ られた17)。官権の側でも在地

社会を統制する必要性か ら書堂を中心にした士林の郷村基

盤構築を積極的に支援するようになった。仁祖 (1623-

1649) 27年、慶尚道観察使の李曼 (1669年玄宗10-1734年

定着し、その運営は郷村社会の自発性に任されるようにな

るという、いわば書堂の大衆化現象がみられた 19)。初等教育

におけるその役割は国家においても認知されていくことに

なる20)。

18世紀になると同族部落が書堂設立の主導勢力として登

場する。同族部落の成員が書堂運営のため一族で、頼母子

講的な「花樹会」という組織を構成し、また学田が備えら

れ、講学以外に門中の享祀までを行う場所として書堂が活

用されるようになる。経済的基盤の構築は、官権介入の退

潮をうながし21)、結果庶民層へと教育の機会を拡大するこ

とへつながった。これと同時に、庶民を対象とした各種教

材も開発された。この時期、およそ四つないし五つの村ご

とに一つの書堂があったとされる 22)0

2)書堂の時代的変化

前近代の私設初等教育機関については、精舎 ・家塾 ・書

斎 ・書院など様々に呼ばれ、寺院は儒者の読書の場として

利用されてきた。このうち、精舎は儒者による山寺の読書

場のようなものであり 、家塾は 『礼記」の 「学記篇」でい

う家塾堂痒の概念に基づき、原則的には「閻 (25家）」を単

位とする教育施設である。 書斎は元来、儒者個人の読書室

の意味で使われたが、これが次第に外部へと開かれ教育機

構化したものである 23)。これらはいずれも、官僚が王から特

別に学問的探究の機会を得る 「賜暇読書制」に基づく読書

堂を原形とするものである。書堂という名称そのものは、

「朱子大全］にみられる「¥廉深先生書堂記」からの援用に

よる。

19世紀の末になると近代的教育が展開され、伝統的な形

態の書堂も影響を受けることになる。近代への移行期の書

堂形態に関しては独立運動家の金九 (1876-1949)の叙伝

『白凡逸志jに、両班士族中心の書堂においては庶民は勉

強しにくかったこと、一般的な書堂では訓長（先生）の給

料を洞民が穀食で酸出し支給したこと、 書堂自体が固定さ

れた建物を持たず村を移動しながら教えるところがある一

方、規模が大きく寄宿生がいる書堂もあったとする記述も

ある 24)。書堂については、その設立者の身分や財政状態に

英祖10)の啓状からもその様子をみてとることができる 18)。 よって規模や水準の差が大きかったと思われる。

初等教育に重点をおいた郷村書堂は17世紀になると次第に ところで、書堂は全国にどれくらいあったのであろうか。

表 1 植民地時代の書堂現況

職員数 生徒数
年度 書堂数

計 男 女 計男 女

1911 16,540 16,711 16,711 141,034 570 141,604 

1920 25,492 25,602 19 25,621 290,983 1,642 292,625 

1930 10,036 10,477 73 10,550 144,913 5,979 150,892 

1940 4,105 4,105 156 4,755 121,837 36,483 158,320 

出典丁洛賛ほか 「韓国の伝統教育J25) 
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18世紀末から19世紀はじめにいたるまでの正確なデータは

残されていないが、表 l、朝鮮総督府の統計によれば、 1911

年当時の書堂数は全国で16,540、学童の数は141,604に及ん

でいた。

近代化の過程と植民地統治は、いわゆる改良書堂という

ものを生み出した。 1935年 1月24日付 『東亜日報jは、京

畿道内に改良書堂が178個所、在来書堂が392個所設置され

ており、このうち改良書堂を近代教育を実施する書堂であ

ると説明している 26)。朝鮮のすべての官学制度、つまり成均

館 ・四学 ・郷校などを廃止した植民地政府も書堂に対して

は宥和的だった。 3• 1運動以後、近代的な教育施設が未

設置な地域にあってはこうした改良書堂が補助初等教育機

関としての機能を果たし、文盲退治ならびに民族意識昂揚

の契機となったのである27)。そしてこれらは後に、私塾・義

塾 ・書塾 ・学塾などとして一部は近代式学校へと改編され

ることになる。

2 書堂教育の内容

1)童蒙教育

①教育段階

それではまず、教育段階からみていきたい。入門手続き

については、中宗代 (1506-1544)の言語学者の崖世珍の

解説が明らかにしている28)。また、李頭(1535-1584)は「学

校模範」においてカリキュラムを提示し29)、李植 (1584-

1613)は「読書之序」について言及 しているが30）、これらは

いずれも書堂教育の初等教育における重要性の認識の上に

立つものである。比較的最近の資料としては、 1918年、植

民地時代の朝鮮総督府が公布した「書堂規則」があり、教

授用図書がここで整理されている 31)。

ところで、同じ書堂といっても、上記のように、時代に

よって教育段階と教材の内容に変化がみられる。内容構成

についても16世紀の産世珍による初級の識字水準、李頭の

「先賢性理之書」教育、 16世紀後半から17世紀の前半にお

ける李植の教育観と、次第に朱子学へと傾斜していくこと

になる。

一般的には、漢字の読み段階である「音而不釈」におい

ては、「千字文」「童蒙先習」、徐居正(1420年世宗 2-1488 

成宗19)の 『類合J、皆世珍の「訓蒙字会」、柳希春 (1513

年中宗 8-1577年宣祖10)の 『新増類合J、丁若錦の 「兒学

編」、鄭允容 (1792年正祖16-1865高宗 2)の『字類註解j‘

李承熙 (1847-1916) の「正蒙類語」などから教材が選択

され、文章の解釈段階である「訓釈」段階では、 『史略J、

『通鑑節要」、李頭の『撃蒙要訣」、 「明心費鑑」、「啓蒙編」、

鄭経世(1563年明宗18-1633仁祖11)の「養正編」、金堵(1580
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年宣祖13-1658年孝宗 9)の 『種徳新編j、金正国 (1485年

成宗16-1541年中宗36)の 「警民編j、『三綱行実図j、『五

倫行実図j、『学問三要j、『学語j、『訓兒遊覧」、 『訓蒙輯要J、

「大同小学」、「童蒙先学」、『孝経小学抄解」、『蒙学初読j‘

『四書集要」、 「初学必知」、 『蒙語」、「海東績小学」などが

用いられた。

最後に科挙試験のための科文あるいは本格的に朱子学を

研究する理学中心の段階があるが、普通の書堂では対応が

困難である。この段階では『小学』、『大学」、 『論語』、『孟

子」、 『中庸Jの四書と 「詩経j、『書経J、『礼記』、 「周易j‘

『春秋」の五経と 『近思録」、「心経」、『家礼j、『二程全書」、

「朱子大全L 『伊洛淵源録J、『性理大全』、『綱目」、『資治

通鑑J、「東国諸史」などが使われてきた。

もっとも、こうした教材が各郷里の書堂においてすべて

採用されたというわけではなく、「四書五経」が持った哲理

すなわち哲学的な意味を把握する段階まで達することがで

きた書堂は実際それほど多くはなかったと思われる。こう

した教材の選択は、教育観の根本に依拠するもので、特に

注視すべきであろう。

② 書堂の人的構成

書堂は訓長、接長ないし堂長、また学童により構成され

る。教師にあたる訓長の資質と学識は千差万別であり、経

史子集に精通する退任官僚や学者が担当する場合もあった

が、若干の識字能力をもって「村学究」や「窮生員」 など

と呼ばれた村老が、経典の註釈と諺解を通じ大綱を樹酌す

るという程度のものもあり、また流浪知識人が就任する場

合もあった。とはいえ、その大半は在地の士族や没落両班

層で占められた32)。

従って、書堂教育だけですべてをまかなうには難しい状

況にあった。訓長の社会 ・経済的な地位も決して高いもの

ではなく、朝鮮後期の記録によれば、訓長が学童の父母と

の反目のために解雇されたり、上級訓長には10石、そうで

ない者には5石、訓長の給料として学童の父母の拠出による

米と麦があてがわれていたということである 33)。一方、接長

あるいは堂長は訓長を補助するもので、同級の学童から選

抜された。比較的に規模の大きい書堂の場合は接長が2-

3人になる場合もあったようである。接長は訓長に直接薫

陶を受けたもののうち、年齢が高く優秀な者から選抜され、

生徒間の長幼の秩序を維持するということで、自分が属し

た「接（群）」の下級生の面倒を見るものである 34)。 これに

ついては褻龍吉が自身の文集において、白鹿洞書院の例を

引き合いに出して述べている箇所がある 35)。なお、接長に対

しては特別な報酬はなく、学費が免除される程度であった。

学童の対象は、基本的に郷村民全体である。 1546年、明

宗元年に定められた「京外学校節目」では、入学が 7-8 



朱子学伝播、その根幹としての書堂教育

歳頃、卒業が15-16歳頃とされおり、これは厳格な定めで

はなかったが、以降踏襲されていく。学童の絶対多数は男

児であった。女児教育については闇房私塾が財力のある家

において設置されたことがあったが、 書堂教育が普遍化す

るのは、改良書堂からである。

2)授業の仕組み

書堂教育段階は、主に郷校や書院あるいは成均館などの

上級教育機関への進学の前段階としてか、あるいは童蒙教

育を実施する段階として考えられていたが36)、前者につい

ていえば端的には科挙試験に合格することが最終目標で

あった37)。しかし、現実的に官吏として採用され、支配階級

の側へまわるというのはあくまで理想に過ぎないもので、

書堂教育は、無意識下に礼儀礼節を守らせ、同時に、冠婚

喪祭の礼法を習得 ・伝授する機関としてあり続けた。通川

郡守であった柳正源 (1703年靡宗29-1761年英祖37) によ

れば、郷飲酒礼を儒教経典とともに教えるようにしたとあ

り、通常の郷村書堂においてはこうした酒の席での基本的

な礼儀作法も教育の対象であったことがわかる 38)。とはい

え、書堂教育の中心は講読 ・文章の製述 ・習字であり、な

かでも講読の時間にその大半が割かれた。学習時間や学期

などについては特に定めがなかったとされる。

基本的な教授方法は「講」である。これは既習内容につ

いて、訓長の前で暗誦するか、あるいは質疑 ・応答という

ステップを踏むものであった。また暗誦朗読を行う「背講」

と臨文講読をする「面講」があり 、訓長と一対ーで行うも

のとされた。評価を受けられなかった者については当然反

復練習をすることになるので、自ずから学童間の学習深度

には差が生じる。

3)書堂教育の課程と内容

では、上で述べた基本的教科、講読 ・製述 ・習字につい

て詳しくみていくことにする。

① 講読

初読用として 『千字文」、『類合J、『懸吐小学」が推奨さ

れていた39)。順序については知識人によって意見が異なる

が、大儒学者の李滉 (1501年燕山君7-1570宣祖3)は 「千

字文j、『論語」、『陶淵明詩J、『周易」の順に40)、学者・官僚

の柳馨遠 (1622年光海君14-1673玄宗14)は、 『小学J、『大

学J、『論語」、『孟子」、「中庸」、「近思録j、「六経」、『史記」

の順に41)、さらに英祖代の実学者の柳重臨は「千字文」 「小

微通鑑jないし『綱目」などの後に 「五経三書J段階へ進

むものと し42)、あるいは学者の李象秀(1820年純祖20-1882

高宗19)は、 『千字文L『童蒙先習』、『史略Jないし 『通鑑

節要」、 『孟子」、「論語」の順に学習することが望ましいと

していた叫 書堂教育末期、湖南地方では、『千字文」、「四

字小学」、『通鑑」、 「明心貿鑑j、『小学j、『推句』、 『大学」、

『童蒙先習」、「孟子J、「論語」、 『史略」、『中庸」、『詩伝L

『啓蒙編j、『学語集」、 『書伝J、『万物集』『周易」、 『孝経」、

「撃蒙要訣」、「礼記」、 「春秋」、 「古文員貿」、『唐宋八大文

譜本jなどが教材として用いられていたというと報告もあ

る44)。書堂教材の履修年数については通常、たとえば『千字

文j8ヶ月、 「推句j5ヶ月、 『四字小学j7ヶ月、 『明心賓

鑑j10ヶ月、 『童蒙先習J8ヶ月、 『通鑑j1年 6ヶ月、 『史

略j1年、 『学語集J1年、 『万物集j2ヶ月、「啓蒙編」 6ヶ

月、 「小学j1年であったと推察される45)。こうした学習の

「順」をめぐって議論が繰り返されていたことも注目に値

する。

② 製述

製述は書 ・記・跛 ・祭文 ・訴牒 ・詩 ・賦などを著述する

もので、模倣練習に重点が置かれたが、「五言絶句」、「七言

絶句」、「四律」、「古風」、「唐音」、「連珠詩」、『古文慎宵L

「杜律」などが採用されていた。また方法としては、韻と

形式にあわせて文章を作成するか、あるいは蛾燭に線をひ

いて、その線まで火が到達するまでの間に文章を作らなけ

ればならないという刻燭賦詩、あるいはそれに酷似した火

縄作などが用いられた。この製述については、書堂のおか

れた環境的要因等により全く 施行されていなかったという

記録もある 46)0 

③ 習字

習字については、楷書が主な練習対象であるが、進歩状

況によっては、行書ならびに草書も学習された47)。訓長によ

る模範のあとそれを模倣するという方法によったが、この

段階をクリアすると、以降文字の構成やさらには短句など

を見本として適宜提示していた48)0 

④ 学習評価

学童の能力に応じて学習量が決定されていた。すなわち、

背誦形式による評価後、適宜指示されていたということに

なる。毎日、前日の復習をする「日講」をはじめ、 10日や

15日、あるいは 1ヶ月単位で「講」を評する場合もあり、

さらには教材をひとしきり学びきった後に評価する場合

や、授業参観など特別なときにそれを行う場合もあった。

講の評価は大体において5段階でなされる。純（あるいは

大） ・通 ・略 ・粗 ・不の 5段階がそれで、このうち粗以上が

合格である。副賞として、紙 ・筆 ・墨などの文房具を授与

し、褒賞、激励に努めていたというケースもあった。こう

した大枠の評価とは別に、習字については、上之上 ・上之

中・上之下 ・ニ上 ・ニ中 ・ニ下 ・三上 ・三下 ・次上 ・次中 ・

次下などの細かな等級がつけられた。上之上のさらに上に
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加上之上、上之下と二上の中間に加二上、二下と三上の中 ⑥ 季節別教科運営

間に加三上がつけられる場合もあった。全体的には、三上 書堂については、休日は特に定められていなかったが、

以上が合格点である。さらにソウルにおいては、若干訓長 農繁期には授業は行われず、正月、寒食、端午、流頭、七

による評価方式が違ったこともあったという 報告もあ 夕、秋夕、重陽節と釈奨祭および孔子誕辰日などには、授

る49)。 業の代わりに各門中や官庁あるいは郷校などの行事に参席

⑤ その他の教育活動

書堂学童の学齢を勘案し、いわゆる「遊び」が教育課程

において取り入れられていた。李徳愁(1741年英祖17-1793

正祖17) は記録において、身体臓器や五穀の次序及び経史

の篇目を分別できない場合、一人前としては物足りないも

のとしていたが50）、こうした学習のなかに「遊び」の感覚が

取り入れられるようになる。たとえば従政図遊びというも

のがある。朝鮮時代の官吏の等級については数も多く、称

号の相互関係が非常に複雑であった。そのため特に両班士

族家においては、幼少時より官職の職務と序列概念を把握

する遊びが奨励されていたである。やり方としては、まず

紙に300個あまりの升目を作り四方に外職の 8道の監司、兵

使、水使、主要な町の首領を配置する。次に中心部の頂点

には最高官職の正 1品を配置する。もっともすべての官職

名を書き入れることは不可能であるので適宜図面の大きさ

にあわせて、主要な官職だけを適切に配置することになる。

4名から 8名が参加可能である。各々各自の身分を決めて

から順にさいころをなげ、たとえば文科出身ならば領議政

へ、武科出身ならば都元帥へ、すなわち最高位まで早く到

達したものが勝者になる。ほかに、覧勝図遊びというもの

がある。これもさいころを用いるが、紙上に朝鮮8道の名

勝地とその路程を記入し、これを一巡するということで、

地理的な知識を養うものである。詩人、閑良、美人、僧侶、

農夫、漁夫などの身分があり、美人がすでに行ったところ

については僧侶は行くことができないなどの制約、また特

典が課せられている。通行中に龍巻区域や交戦地、流配地

などが配置されており、これにより遊びにふくらみがもた

されている。

さらに、朝鮮8道の町名覚え遊びというものがある。学

童がその日学んだ教材のなかから文字の数が多い部分を開

き、さらにそこから一文字ずつ朝鮮8道の地名に含まれる

文字を探し出し、これらを合わせて地名を多くつくる者が

勝ちとなる。これ以外にも詩の対句を探し出す初中終遊び、

あるいは投壺などがあった。

以上のような「遊び」は文字通りの単なる「遊び」にと

どまるものではなく、厳密には朱子学的価値観の現実化の

ための具体的あらわれであるともいえる。いうなれば、こ

うした「遊び」を通じて朱子学的社会秩序への責任感を芽

生えさせ植えつけることがその主眼であったといえる。
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できるよう配慮されていた。季節感は学習内容、方法にも

影響していた。たとえば冬には四書などの経書が、夏には

夏課として詩や律をつ くる製述が賦課された51)。たとえば

夏課においても細かくは観燈節、端午節、流頭、七夕など

にあわせて学習内容が組まれていた52)。春と秋には『史記j

や「古文」により、教養を深めるものとされていた。また

1日のうちでも、夜に夜読を賦課あるいは四律を作成させ

たり、午後には眠りと退屈を防ぐため習字練習などが行わ

れたりと、工夫されていたようである 53)0 

3 書堂の教材

ところで、朝鮮前期に主導的立場にあった勲旧派が、統

治のために必要な文物と制度に優先的な関心を持ったこと

に比べ、 16世紀以後に台頭した士林は、経学と理学とを軽

んじることで学者はその方向を失ったと批判し、何よりも

自身の修養修己を強調した。また、中宗代の士林は、 童蒙

に学問の方法と内容を教授し、また体得させることで社会

秩序を改めようとしたため、結果として童蒙教育書が多く

翻訳 ・編纂されるようになった。こうしたことから、 書堂

で使われた教材を分析してみると、 当時の社会状況や思想

的背景が如実に明らかとなる。一概に童蒙教育といっても

千差万別であるが、必須とされた教材として「千字文j、『童

蒙先習」、『撃蒙要訣j、「小学」（学習順）などがある。これ

についてみていくことにしたい。

1)千字文

『千字文jはそもそも、武帝の命によって梁の周興嗣が

著したもので、一千字の漢字を一字たりとも重複すること

なく、 1句4字、総250句で構成した韻文である。自然現象

から人倫道徳に至るまで、実に広範囲な内容を含んでいる。

韓国にこの 『千字文」が伝え られた時期は不明であるが、

百済の王仁が 『論語」とともにこれを日本に伝えたという

記録があるところをみると、少なくとも三国時代より以前

であると考えられる。

朝鮮で使われた 『千字文」の代表的な板本としては、名

筆の競漢(1543年中宗38-1605宣祖38)による 『石峰千字文』

(1601年宣祖34初刊、異本あり ）と、壬辰年 (1592)以前に

全羅道光朴1で刊行された『光州千字文J(1575年宣祖8刊行

本）、また「註解千字文J(l752年英祖28刊行本）などがある。

いずれにおいても、釈音表記がつけられていたが、これは
















